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 本研究では、中学校外国語科における自分の考えや気持ちを伝え合う力の育

成を目指した。中学校で扱う言語材料を段階的に用いて毎時間やり取りを行う

「Step Up Time」で、生徒は自分が関心のある事柄について即興で伝え合った。

「Step Up Time」では１人１台端末を効果的に活用し、ルーブリックやモデル動

画を基に見通しをもって学習に取り組んだ。生徒は「Step Up Card」の記録や他

者からの助言を基に、伝えたい内容を整理してやり取りを繰り返し行うことで、

発話に自信をもち、自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につなげることが

できた。 
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外国語科教育に関する研究 

 

中学校外国語科における自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成 
－１人１台端末を効果的に活用した「Step Up Time」を通して－ 

 

Ⅰ 主 題 設 定 の 理 由 

 

中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 外国語編(以下、学習指導要領解説という。)では、外国語

科において、「互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的な言語活動を一層重視する」観点か

ら、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の４技能の中で、「話すこと」を［やり取り］

と［発表］の二つの領域に分け、五つの領域別に目標が設定された。その背景として、「授業では依然

として、文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に重点が置かれ、外国語によるコミュニ

ケーション能力の育成を意識した取組、特に『話すこと』及び『書くこと』などの言語活動が適切に行

われていないことや『やり取り』・『即興性』を意識した言語活動が十分でないこと」１）などに課題が

あるとされている。 

平成31年度(令和元年度)に実施された全国学力・学習状況調査の中学校英語において、「話すこと」

の領域では、「まとまりのある内容を話す」の問題の全国正答率が45.8％(参考値)i）であるのに対し、

「即興でやり取りをする」の問題ii）では、全国の正答率が10.5％(参考値)であった。分析結果から見ら

れる課題として、「話すこと［やり取り］」に関しては、「情報や考えなどを即座にやり取りしたり、

相手の発話の内容を踏まえて、それに関連した質問や意見を述べたりして、会話を継続させていくこと

に課題がある」２）とし、「日頃の授業で継続的にやり取りする機会を増やし、それができる力を育てる

ことが大切」２）だと指摘されている。 

これらのことから、日常的な話題等について自分の考えや気持ちを伝え合ったり、相手の発話の内容

を踏まえて、それに関連した質問や意見を述べたりするような、必然性のある言語活動を充実させ、即

興でやり取りを行うことで、外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力を育成することが中学校外国語

科に求められる。 

さらに、「学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」(令和３年３月

改定 文部科学省)では、「児童生徒の学習の充実や学習上の支援のためにICTを効果的に活用すること

が求められている中で、各学校・教育委員会や教師の創意工夫により、学習者用デジタル教科書の特性・

強みを生かした学習方法の開発・改善等が行われることが期待される」３）と示されている。令和６年度

には、小学校５年生から中学校３年生までの１人１台端末に、英語の学習者用デジタル教科書が本格導

入されることを踏まえ、効果的な活用方法を検討する必要がある。 

当センターの令和４年度の研究では、小学校外国語科の「話すこと［やり取り］」と「話すこと［発

表］」において、指導者がバックワード・デザインiii）による単元構想を行い、ICTを効果的に活用する

ことで、児童が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整する言語活動の充実につながった。令

和４年度の研究成果を生かし、本年度は、中学校外国語科において、１人１台端末を効果的に活用し、

日常的な話題等について即興でやり取りを行う言語活動を設定し、その充実を図ることで、生徒の外国

語で自分の考えや気持ちを伝え合う力が育成されると考え、本主題を設定した。 

                                                        
ⅰ） 中学校英語の調査の結果は「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計を集計。「話すこと」に関する問題の結果については、全国

の平均正答数および平均正答率を別に集計して「参考値」として公表されており、都道府県、指定都市別の公表は行われていない。 
ii） 令和５年度の同調査では、「即興で伝え合う」の問題において正答率は14.5％(推計値)であった。 
iii） バックワード・デザインとは、「研修ガイドブック」において、単元の終末で目指す児童生徒の具体の姿を明確にし、そこから逆算

して１時間ごとの目標を定め、活動を組み立てながら単元を構成していくことである。 
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Ⅱ 研 究 の 目 標  

 

１人１台端末を効果的に活用し、他者と即興でやり取りを行う言語活動を継続的に取り入れ、その充

実を図ることで、生徒の外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成を目指す。 

 

Ⅲ 研 究 の 仮 説  
 

１人１台端末を授業や家庭学習において効果的に活用し、既習事項や新出言語材料を段階的に取り入

れて即興でやり取りを行う「Step Up Time」を毎時間積み重ねていけば、生徒の外国語で自分の考えや気

持ちを伝え合う力を育成することにつながるだろう。 

 

Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

 

１ 外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成について 

  学習指導要領解説では、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニ

ケーションを図る資質・能力の育成を目指す外国語科の目標について、「『外国語で表現し伝え合う』

ためには、適切な言語材料を活用し、思考・判断して情報を整理するとともに、自分の考えなどを形

成、再構築することが重要である」１）と示されている。また、「『即興で伝え合う』とは、話すため

の原稿を事前に用意してその内容を覚えたり、話せるように練習したりするなどの準備時間を取るこ

となく、不適切な間を置かずに相手と事実や意見、気持ちなどを伝え合うことである」１）と示され、

やり取りを行う際は、「相手の発話に応じることが重要であり、それに関連した質問や意見を述べた

りして、互いに協力して対話を継続・発展させなければならない」１）と述べられている。 
さらに、伝えたい内容を整理するためには、「大まかな流れや主要な点を書いたメモに基づいて伝

え合うなど段階的に指導することが大切である」１）と示され、 実際の指導に当たっては、考えを整

理するための時間を設定するなど、計画的に指導していくことが重要であることが述べられている。 
これらのことから、相手の発話に即座に応答すること、まとまりのある内容を整理して伝え合うこ

と、必要な情報を記録し、それに基づいて即興でやり取りを行う言語活動を継続的に行うことが重要

であると考える。そのため、本研究では生徒が関心のある事柄や日常的、社会的な話題等について伝

え合う際に、必要な言語材料を用いて伝えたい情報を整理し、他者と即興でやり取りを行う言語活動

を設定する。その充実を図ることで、外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成を目指す。 

 

２ 自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成に向けた取組 

(１) 関心のある事柄について即興でやり取りを行う場の設定 

学習指導要領解説では、「身近な話題を選択したり、スピーチ活動などで扱ったことのあるテー

マを取り上げるなど既習事項等を活用したりすることや、伝え合う活動を継続的に行い、生徒が自

分の言いたいことを即興で表現できる範囲を徐々に拡大していくことが大切である」１)と示されて

いる。生徒が即興でやり取りを行うためには、生徒が伝えたい内容に関する情報を集め、既習事項

や新出言語材料を発話に取り入れて話すことを繰り返し行う必要がある。そこで、中学校で扱う語

句や文を段階的に用いて、即興で自分の考えや気持ちを伝え合う「Step Up Time」を設定する。「Step 
Up Time」は毎時間10分程度取り入れ、生徒にとってまず関心のある事柄で話題を設定する。新出言

語材料を学習した後に「Step Up Time」を行うことで、生徒は新しい表現を発話に取り入れ、自分の

考えや気持ちを表現する幅を広げることができるようになると考える。 
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(２) 「Step Up Time」で自分の考えや気持ちを伝え合うための手立て 

「Step Up Time」を行う際には、生徒が伝えたい内容

について情報を集め、学習した表現を使って自分の考

えや気持ちを整理する必要がある。生徒が見通しをも

って「Step Up Time」を進めていくために、「Step Up 
Card」(図１)を活用する。「Step Up Card」の「Challenge
①」(図１のア)は、生徒が家庭において学習者用デジ

タル教科書を使用し、声に出したり書いたりして教科

書の語句や本文の内容を確認する。生徒が個別に学習

を進めることで、教科書に出てくる表現を再確認し、

復習する場とする。「Challenge②」(図１のイ)は、生徒が単元で学習する新出言語材料を取り入れ、

自分のこととして表現できるような内容を考え、記録するために活用する。生徒は家庭において、

やり取りを行う際に必要な語句を集めたり、授業において、やり取りをして不十分だったことを記

録したりして、自分の考えを整理し、次の「Step Up Time」に生かす。 

指導者は「Step Up Card」を単元ごとに５枚程度作成し、単元開始時にまとめて配付する。それぞ

れのカードには、生徒が「Step Up Time」において、言語材料を使って自分の考えや気持ちを伝える

ことができるような学習課題を設定する。また、最後のカードには、単元の終末に行うパフォーマ

ンステストの話題を示し、生徒がその話題に合った内容で「Step Up Time」でのやり取りを繰り返す

ことができるようにする。「Step Up Card」の記録を手掛かりにし、毎時間継続して「Step Up Time」
を行うことで、生徒の外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成を図る。 

 

３ 「Step Up Time」の充実に向けた１人１台端末の効果的な活用 

学習指導要領解説では、コンピュータなどの活用について、「生徒の実態、教材の内容などに応じ

て、視聴覚教材やコンピュータ、情報通信ネットワーク、教育機器などを有効活用し、生徒の興味・

関心をより高め、指導の効率化や言語活動の更なる充実を図るようにすること」１）が必要とされてい

る。また、「外国語の指導におけるICTの活用について」(令和２年 文部科学省)では、１人１台端末

が整備されることによって期待されるメリットが示されている(図２)。「Step Up Time」を行う際、情

報を検索したり、録画して発話内容を繰り返し聞いたりするなど、図２の下線部のメリットを生かし、

１人１台端末を活用した学習を進めていく。 

例えば、「Step Up Card」を生徒

の１人１台端末に配付し、生徒が

必要な情報を書き込んだり、他者

からの助言を記録したりして、自

分の考えを整理し、蓄積された内

容から即興でのやり取りを行う

ことができるようにする。また、

「Step Up Time」における自分の

発話内容を録画・録音し、動画や

音声で確認したり、ペアやグルー

プで互いに助言し合ったりする

ことで、やり取りがスムーズに行

えるようにする。さらに、指導者

教科書の語句や文を練習してチェックする 
 

学習課題 

  調べたことを記録する 

助言を受けて修正内容を記入する 

新出言語材料

を用いた表現

の例 

図１ 「Step Up Card」(例) 

図２ １人１台端末活用のイメージ(一部) (下線は筆者) 

 ア 

 イ 
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と外国語指導助手(Assistant Language Teacher)(以下、ALTという。)等が作成するモデル動画を生徒が

見返し、自分のことに置き換えてやり取りが行えるようにする。 

学習者用デジタル教科書の活用では、生徒一人ひとりがマスク機能を使って、語句を日本語から英

語に、英語から日本語に変換する練習を繰り返し行い、語彙の習得を図る。また、音声再生機能を使

い、英文を何度も聞いたり、スピードを調整しながら声に出して読んだりして英語を使うことに慣れ

ていく。そうすることで、教科書に出てくる言語材料を参考にして、「Step Up Time」の活動におい

て、即興でのやり取りをスムーズに行うことができると考える。 

このように、１人１台端末を効果的に活用することで「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実を図り、生徒の外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につなげる。 

 

４ 目指す姿の明確化に向けたルーブリックの活用 

指導者は、単元ごとにルーブリック(図３)を作成し、

単元の始まりに１人１台端末に配付する。ルーブリック

には、単元の終末に行うパフォーマンステストの話題が

示されている(図３のア)。生徒はその話題に沿って、

「Step Up Time」で自分のこととして状況を思い浮かべ表

現できる内容を考えていく。その際、生徒はルーブリッ

クの評価の観点にある「正確さ」「内容」「やり取り」の

項目を基に、自分の目標を定め、やり取りを行う。生徒

は、単元の終末にALTとやり取りを行い、ALTのフィード

バックを次の単元でのやり取りに生かすために振り返る。 

また、ルーブリックには、「新滋賀県モデル『CAN-DOリスト』」i）(以下、「CAN-DOリスト」と

いう。)の「話すこと［やり取り］」における中学校３年間の学習到達目標を明記する。「CAN-DOリ

スト」は令和４年度改訂版から、学年別に目標が設定された。中学校３年間の目標を示すことで、生

徒は目指す姿を明確にし、３年間の見通しをもって「Step Up Time」を行うことができると考える。 

 

５ 自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成についての検証 

「Step Up Time」での生徒の活動の様子や「Step Up Card」の記録から、生徒が伝えたいことについ

て情報を集め、既習事項や新出言語材料を使って即興でやり取りを行うことができているかを見取

る。単元の終末にALT等と行うパフォーマンステストによるフィードバックを基に、生徒の外国語で

自分の考えや気持ちを伝え合う力が育成されたかどうか、検証する。 

また、研究の始期と終期に行う質問紙調査で、「話すこと［やり取り］」を主とした言語活動につ

いて生徒と指導者の意識の変容を追い、本研究で行う「Step Up Time」が、外国語で自分の考えや気持

ちを伝え合う力の育成につながったかについて分析し、検証する。 

 

Ⅴ 研 究 の 進 め 方 
 

１ 研究の方法 

(１) 研究委員と研究の方向性、実証授業について共通理解を図り、第１学年と第３学年の生徒を対象

に、「話すこと［やり取り］」の領域に焦点を当てた研究を進める。 

                                                        
ｉ）「新滋賀県モデル『CAN-DOリスト』」は、学習指導要領(平成29年告示)を踏まえて作成されたものであり、「『CAN-DOリスト』リ

ーフレット」として県内全小・中・高等学校に配付され、滋賀県教育委員会のホームページに掲載されている。 

図３ ルーブリック(例) 

 単元の終末に行う言語活動の話題 

生徒の振り返り 

「話すこと［やり取り］」における「CAN-DO リスト」項目 

評価の観点 

正確さ 内容 やり取り 

 ア 
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(２) 指導者は「CAN-DOリスト」の学習到達目標を踏まえた話題を生徒に示し、即興でのやり取りを

通して自分の考えや気持ちを伝え合う「Step Up Time」の時間を設定する。 

(３) 「Step Up Time」では、生徒が１人１台端末に配付された「Step Up Card」に取り組む。生徒が「Step 
Up Card」に記録している内容を基にやり取りが行えているかを指導者が机間支援し、確認する。 

(４) 指導者は、１人１台端末に配付されているルーブリックや録画・録音された生徒の発話内容、指

導者が作成するモデル動画を基に、生徒が主体的に学習を進めることができるように促す。 

(５) 「Step Up Time」での言語活動の様子やルーブリックに基づいたパフォーマンステストによるフ

ィードバック、始期と終期に行う生徒質問紙調査の結果等を基に、生徒が即興でやり取りを行い、

外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につながったかについて分析し、検証する。 

 

２ 研究の経過 

４月 

５月 

６月 

 

６月～７月 

８月 

 

研究構想、研究委員の委嘱 

研究推進計画の立案 

第１回専門・研究委員会 

生徒および指導者質問紙調査(第１回) 

研究協力校での実証授業 

第２回専門・研究委員会 

 

９月～11月 

11月 

   

11月～12月 

１月 

２月 

３月 

研究協力校での実証授業 

生徒および指導者質問紙調査(第２回) 

第３回専門・研究委員会 

研究論文原稿執筆 

研究発表準備 

研究発表大会 

研究のまとめ 

 

Ⅵ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 
 

１ 自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成に向けた取組の実際 

(１) 「Step Up Time」を取り入れた授業展開の実際(Ｙ校 第３学年 Unit３、４) 

「Step Up Time」を授業に取り入れる際、生徒が学習した新出言語材料や新出語句等を使って自

分のことを表現できるように意識した。ここでは、指導者が設定する「Step Up Time」の話題および

「Step Up Time」を取り入れた授業展開について示す。 

ア 目的や場面、状況等を意識した「Step Up Time」の話題設定 

生徒が外国語でコミュニケーションを行う目的や場面、状況等を意識して「Step Up Time」の活

動を行うために、指導者Ａは表１のように、「Step Up Time」において生徒にとって関心のある事

柄でやり取りする話題を設定し、授業実践を行った。ここでは、Unit３およびUnit４における話題

設定について記す。 

教科書のUnit３の題材は、「世界の絶滅のおそれのある動物について知り、自分たちにできる

ことを考える」である。指導者Ａは、生徒が今までに動物園や水族館で見てきた生き物を話題に

することで、教科書の内容に照らし合わせて発話内容を考えることができるのではないかと考え

た。そこで、Unit３の「Step Up Time」の話題を「動物園や水族館にいる生き物について調べ、そ

の生き物について感じたことなどを伝え合おう」と設定した。指導者Ａは、自分が水族館に行っ

Unit 単元名および内容 新出言語材料 「Step Up Time」 の話題 

１ 
Sports for Everyone 
人々を結びつけるスポーツ 

現在完了 (経験 )  make人＋形容詞 

show人＋that節  
自分の趣味やおすすめの○○について伝え合おう 

２ 
Haiku in English 
俳句の魅力と英語の俳句 

現在完了(完了・継続) 

現在完了進行形 
自分や友達の意外な「○○歴」を伝え合おう 

３ 
Animals on the Red List 
絶滅危惧種 

It … for … to … 
want 人 to …  let［help］人… 

動物園や水族館の生き物について調べ、その生き物に

ついて感じたことなどを伝え合おう 

４ 
Be Prepared and Work Together 
災害時の外国人支援 

間接疑問文 動詞＋人＋what  

現在分詞 過去分詞 

市の観光大使として、おすすめスポットを紹介し、よ

さをアピールしよう 

５ 
A Legacy for Peace 
ガンディーの功績と受け継がれる理念 

関係代名詞 

（名詞修飾、who / that (which)） 

自分の一押しの有名人やキャラクターについて、素敵

なところとその理由などについて伝え合おう 

６ 
Beyond Borders 
国をこえて助け合う大切さ 

仮定法(wish / If) 宇宙旅行に行くことができたら、どこで何をしたいか

を伝え合おう 

 

表１ 教科書の題材や新出言語材料を踏まえた「Step Up Time」の話題設定(第３学年) 
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た際のイルカショーの写真を使い、モデルを示した。それを参考に、生徒ａは、「○○動物園で

見たパンダにしよう」とつぶやき、伝えたい内容を決めることができた。 

教科書のUnit４の題材は、「防災・安全への関心を高め、地域の一員として防災に取り組む意

識をもつ」である。指導者Ａは、この単元の新出言語材料を使うことで、地域の一員として、自

分が住んでいる地域のよさを外国人に紹介できるのではないかと考えた。そこで、Unit４の「Step 
Up Time」の話題を「市の観光大使として、おすすめスポットを紹介し、よさをアピールしよう」

と設定した。指導者ＡとALTは、生徒がやり取りをイメージしやすいようにモデルを示したため、

見通しをもって自分の住む町のよいところについて調べる生徒の姿が多く見られた。 

このように、指導者が「Step Up Time」の話題を、生徒にとって身近で関心のある事柄に設定し

たことで、生徒はコミュニケーションを行う目的や場面、状況等を意識してやり取りの内容を考

えることができるようになった。 

イ 毎時間行う「Step Up Time」の授業展開 

指導者Ａは、Unit３において「Step Up Time」を授業に取り入れた単元を計画し、第４時、第６

時で以下のように授業を展開した(図４)。 

第４時では、生徒は展開①で教科書や補助教材、デジタル教科書等を使って新出言語材料を学

習し、練習問題を繰り返し行うことで知識・技能を習得した。その後の展開②で「Step Up Time」
を行った。そして、「Step Up Time」が終わると、教科書の内容理解に取り組んだ。第６時では、

生徒は展開①で教科書の内容理解に取り組み、その後の展開②で前時に行っていた新出言語材料

の復習を行った。そして、展開③で「Step Up Time」を行い、生き物について相手に紹介した。 

このように、生徒の学習状況に合わせ、新出言語材料を用いて行う「Step Up Time」を取り入れ

るタイミングを調整することで、生徒は、単元で学習した言語材料を使うことができ、自分の考

えや気持ちを表現しやすくなり、やり取りに必要な表現力を高めることができた。 

 

(２) 「Step Up Card」を活用した「Step Up Time」での活動の実際(Ｚ校 第１学年 Unit７) 

ア 「Step Up Card」を、情報収集のために活用する姿 

指導者Ｂは７ページの表２のように、「Step Up Time」において生徒がやり取りする話題を設定

図４ 「Step Up Time」を取り入れた Unit３の単元計画(左)と第４時、第６時の授業展開(右) 

Unit３単元計画 
時 ☆めあて ○活動内容 

１ 
☆単元で身に付ける技能や目標を知る 
①授業の流れについて確認する 
②Previewを聞き、単元の大まかな内容を共有する 

２ 
☆It is …(for＋(人など))＋toの文の構造を知る 
①自分にとって○○することは△△だと伝える 
②「Step Up Time」 「Step Up Card」・ルーブリック配付、説明 

３ 

☆It is …(for＋(人など))＋toを使った文を理解する 
①教科書の内容を理解する 
②相手にとって○○は△△か、質問する 
③相手にとって○○は△△だ、と紹介する文章を書く 
④「Step Up Card①」 

４ 

☆want＋(人など)＋toの文の構造を知り、本文を理解する 
①人に○○してほしいと伝える 
②「Step Up Card②」 
③本文の内容を理解する 

５ ①Mini Activityで自分のことを伝える 
②let [help]＋(人など)＋動詞の原形の文の構造を知る 

６ 

☆絶滅の危機にある生き物について知る 
①教科書の内容を読み、トキの現状について知る 
②let [help]＋(人など)＋動詞の原形の文の構造を復習する 
③「Step Up Card③」 

７ 
☆絶滅の危機にある生き物について知る 
①「Step Up Card④」 
②教科書の内容を読み、ゴリラの生息地について知る 

８ 
☆生き物について調べたことを伝える 
①「Step Up Card⑤」でALTとやり取りする 
②紹介したい生き物について、スライドにまとめる 

９ 
☆生き物について、スライドを使って発表する(Unit Activity) 
①生き物について１分程度で発表する 
②発表内容を振り返る 

 

授業展開(第６時)  
 生徒の活動 

展開

① 

教科書の内容を理解する 
教科書の問題をグループで考える 

展開

② 

新出言語材料の復習を行う 
ワークでlet [help]＋(人など)＋動詞の原形の文の構造を復習する 

展開 

③ 

「Step Up Time」 
学習課題：その生き物について、さらに 
紹介したいことを調べ、伝えよう 
ペアで新出表現などを使って自分が 
調べたことを伝え合う 
伝わりにくかったところをペアやグループの人に相談する 
ペアや指導者からのアドバイスを「Step Up Card③」に記録する 
別の人に、修正したことを伝える 

終末 
授業を振り返る 
次の授業の話を聞く 

 

授業展開(第４時) 
 生徒の活動 
展開

① 

新出言語材料を学習する 
 want＋(人など)＋toの文の構造を知る 

教科書やワークで練習問題を行う 

展開

② 

「Step Up Time」 
学習課題：生き物の大きさや生息地など、 
特徴を伝えよう 
ペアで新出表現を使うなどして、 
自分が調べたことを伝え合う 
伝わりにくかったところをペアやグループの人に相談する 

 アドバイスを「Step Up Card②」に記録する 
展開

③ 

教科書の内容を理解する 
 ペアで教科書の会話を読む 

終末 
授業を振り返る 
次の授業の話を聞く 

 

新出言語材料習得 

「Step Up Time」 

新出言語材料復習 

「Step Up Time」 
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し、授業実践を行った。ここでは、Unit７における「Step Up Card」の活用について記す。 

指導者Ｂは、Unit７の「Step Up Time」の話題を、「日本のアニ

メキャラクターを二つ(二人)説明し、お気に入りを選んでもらお

う」とした。指導者Ｂは、日本のアニメは外国でも人気があり、

外国人が日本に興味をもつきっかけになっているということを生

徒に伝え、興味・関心を引き出した。 

生徒ｂは、「Step Up Card①」の学習課題である「日本のアニメ

キャラクターを一つ(一人)紹介しよう」を見て、「どれにしよう」

とつぶやいた。生徒ｂは、「Step Up Card①」に伝えたいキャラク

ターの名前を記入し、そのキャラクターの情報を集めた(図５)。

また、「Step Up Card③」では、やり取りを継続させるために、相

手のキャラクターの得意なことを尋ねようと考え、「good at」と

記録した(図６)。生徒ｂは、相手が話した内容に合わせて、「What 
is he good at?」と質問し、やり取りを継続することができた。 

このように、必要な語句をあらかじめ準備したり、相手に質問

したいことを考えたりしてからやり取りを繰り返し行うことで、

自分の考えや気持ちを自分の言葉で伝え合うことができる生徒の

姿が見られるようになった。 

イ 「Step Up Card」で自分の考えを整理し、次の「Step Up Time」に生かす姿 

生徒ｃは、自分が好きなアニメからキャラクターを二人選び、「Step Up Card①、②」に人物名

や出身、特徴などの情報を、写真を添付するなど工夫して記入した。最後の「Step Up Card⑤」で

はそれらの情報を整理し、自分が特に伝えたい内容を精選して記入した(図７)。 

図５ 生徒ｂの「Step Up Card①」 
   (枠内は筆者） 

Mario 
赤い服 red clothes 

相手に聞くこと 
good at  (～が得意) 
 
ジャンプすること jumping 

図６ 生徒ｂの「Step Up Card③」 
   (枠内は筆者) 

図７ 生徒ｃの「Step Up Card」(枠内は筆者) 

「ルルーシュ」 
チョコレートが好き。でも納豆は嫌い。 
妹のことが好き。妹もルルーシュが好き。 
すごく優しい、そして賢い。 
枢木スザクの友達。 
 

「枢木スザク」 
肉じゃがが好き。でもピーマンは嫌い。 
ルルーシュの友達で、ライバルだ。 
すごく強い、そして優しい。 
ルルーシュの騎士。 ・彼は18歳。 

アニメ「コードギアス反逆のルルーシュ」から 
ルルーシュ・ランペルージ 
・男性、学生、ブリタニアの帝王。 
・ブリタニア出身。 ・誕生日は12月５日。 
・彼の騎士は「枢木スザク」。 
・日本人ではない。 ・彼は優しい世界を創りたい。 
・彼は「ルルーシュ・ランペルージ」や「ルルーシ
ュ・ヴィ・ブリタニア」や「ゼロ」と呼ばれている。 
たくさんの名前がある。 

「枢木スザク」 
彼の名前は枢木スザク。 
学生。 
日本人だが日本に住んでいない。 
住んでいるのはブリタニア。 
とても強くて優しい。 
ユフィはスザクが好き。 

Unit 単元名および内容 新出言語材料 「Step Up Time」 の話題 
１ 

New School, New Friends 
中学校生活の始まり 

be動詞と一般動詞(肯定文、否定文、疑問文)  
can/cannot 

自分の好きなことや普段すること、できることに
ついて伝え、質問し合おう ２ 

Our New Teacher 
身近な人やものの紹介 

This(That) is / He(She) is  
What(Who)is…?/How(What)do you…? 

３ 
Club Activities 
互いの部活動について 

Where(When) …? / want to (be)  
How many…? 

４ 
Friends in New Zealand 
日本以外の国のこと 

命令(指示) Don’t / What time…?   
What… do you …? 

１日の生活の中で相手と同じところと違うとこ
ろを見つけよう 

５ 
A Japanese Summer Festival 
夏祭りについて 

前置詞 like(enjoy) …ing   
過去形 

夏休みにしたことや楽しかったことについて伝
え合おう 

６ 
A Speech about My Brother 
他者紹介 三人称単数現在(肯定文、否定文、疑問文) ALTの先生に、学校の先生を一人紹介し、素敵な

ところを伝えよう 
７ 

Foreign Artists in Japan 
日本の伝統文化 

目的を表す代名詞 疑問詞(Which, Whose)    
所有代名詞 

日本のアニメキャラクターを二つ（二人）説明し、
お気に入りを選んでもらおう 

８ 
A Surprise Party 
パーティの相談 

現在進行形(疑問詞疑問文含む)  
感嘆文(How…! What…!) 

留学生を受け入れるため、冬休みに会う約束を国
際電話で行おう 

９ 
Think Globally, Act Locally 
国際協力・国際支援 

want(try, need) to…        
What do you want to …?  look 形容詞 

留学するならどこに行って何をしたいか伝え合
おう 

10 
Winter Vacation 
冬休みの出来事・旅行 過去形(肯定文・疑問文・否定文) 冬休みに家でしたことを、感想を入れて伝え、

2024年の抱負も伝え合おう 
11 

This Year’s Memories 
１年間の思い出 be動詞の過去形 There is(are)  過去進行形 １年間の中学校生活を振り返り、思い出に残って

いることや２年生でしたいことを伝え合おう 

 

表２ 教科書の題材や新出言語材料を踏まえた「Step Up Time」の話題設定(第１学年) 

キャラ
クター
の写真 

キャラ
クター
の写真 

キャラ
クター
の写真 

キャラ
クター
の写真 
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「Step Up Time」では、「Step Up Card」の学習課題に基づき、新たな言語材料を加えながら、

伝える内容を増やしていくことができる。「Step Up Time」の話題でやり取りを行うための準備と

して「Step Up Card」を活用することで、生徒は見通しをもって学習を進め、聞き手の立場を考え

て情報を整理し、即興でやり取りを行う姿が見られるようになった。 

 

２ 「Step Up Time」で１人１台端末を効果的に活用し、粘り強く学習を進める姿の実際 

(１) １人１台端末を活用して学習を調整する生徒の実際(Ｙ校 第３学年 Unit４、５) 

ア 伝えたい語句や発音を自ら確認し、モデルから学習を進める姿 

Ｙ校では、「Step Up Time」を行う際、生徒が１人１台端末の様々な機能を活用して学習を進め

ていた。 

生徒ｄは、Unit４の話題である「市の観光大使として、おすすめスポットを紹介し、よさをア

ピールしよう」で、ALTにすすめたい場所について説明する際に使いたい「並木」という語句を

端末で調べた。生徒ｄは、その単語の正しい発音を知るため、端末を用いて検索し、音声を再生

した。生徒ｄは、耳を近づけて何度も聞き、声に出してみることで、使いたい語句を繰り返し練

習し、語彙の習得を図った。 

生徒ｅは、父親の職場を紹介することに

決め、指導者ＡとALTのやり取りのモデル

を参考に、自分の発話内容を考えた(図

８)。「Step Up Time」では、ペアでのやり

取りの際に、モデルの内容を基に即興での

やり取りを行った。実際のALTとのやり取

りでは、お酒の写真を示して父親の職場に

ついて紹介していた。生徒ｅはモデルと異

なる質問にも一生懸命自分の言葉で答え

ようとしていた。やり取りが終わると、生

徒ｅは笑顔でALTと挨拶を交わした。自席

に戻り、「お父さんの職場のことに興味を

もってもらえた」と友人に話し、自分の英

語が伝わったことを喜び、達成感を得たよ

うであった。 

イ 録画・録音し、互いに助言して表現力を高め合う姿 

Unit５の「Step Up Time」の話題は、「自分の一押しの有名人やキャラ

クターについて、素敵なところとその理由などについて伝え合おう」で

ある。生徒はペアでやり取りを行った後、グループで話し合う時間の中

で、相手にうまく伝わらなかったことを改善する方法を互いに助言し合

った。生徒ｆと生徒ｇは、ペアでのやり取りの際にお互いの発話を録画

し(図９)、グループでの活動時に発話内容を見返した。生徒ｆが「音楽

界に影響を与えた人」と表現したいと伝えた際、生徒ｇは、「その表現

は教科書に載っていたよ」と助言した(図10)。生徒ｆは、助言を基に、

「音楽に影響を与える」という表現を英語で「Step Up Card」に記録し、

「This is the person who has influenced the music.」とわかりやすく伝える

ことができた。 

図９ 発話を録画する様子

生徒ｆ 

生徒ｇ 

図10 助言し合う様子

生徒ｆ 

生徒ｇ 

図８ モデル(左)を参考にした生徒ｅとALTのやり取り(右) 
   （下線は筆者） 

指導者Ａ I want to visit interesting 
spots in England, but I 
don’t know where they are 
in England. 

ALT      Do you know ○○ Lake? 
指導者Ａ ○○ Lake? I’ve never 

heard of it. 
(中略) 

ALT    Do you like water sports? 
指導者Ａ Yes. I’ve tried water sports 

three times in Shiga.  
ALT     Do you know canoeing? 
指導者Ａ Like a boat? I know it. 
ALT    You can enjoy canoeing 

on the lake in summer. 
指導者Ａ Is it hot or is it cold in 

England? 
ALT      In July and August, it’s 

quite hot, but not as hot as 
Japan. 

指導者Ａ Oh, really? Japan is hotter 
than England. 

(以下、省略) 

ALT   I want to visit interesting 
spots in ○○.  
Where can I go? 

生徒ｅ  Do you know “○○ shuzo(酒
造)?” 

ALT   “○○ shuzo?” No… What 
is it? 

生徒ｅ  It means…sake…Japanese 
sake. 

ALT   Oh, do you have a picture? 
生徒ｅ Yes!  These are Japanese 

sake. 
My father’s company.  
These are Japanese sake 
made by my father and his 
friends. 

ALT   Wow, amazing.  
          (中略) 

 Is this popular? 
生徒ｅ  Hmm…hmm… 

difficult…very difficult. 
        But maybe popular. 
ALT   I want to try it.  Thank you. 
 

指導者Ａ ALT 

生徒ｅ ALT 
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このように、１人１台端末を効果的に活用することで、生徒自身が主体的に学習に取り組む「個

別最適な学び」と、ペアでのやり取りや助言を通して表現力を高める「協働的な学び」の一体的

な充実につながり、外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につながったと考える。 

 

(２) 自分の考えや気持ちを伝え合うための学習者用デジタル教科書の活用(Ｚ校 第１学年 Unit７) 

教科書のUnit７の題材は、「自分と相手以外の人について話したり、どちらなのか、だれのもの

なのかをたずねたりすることができる」である。生徒は、授業で学習した教科書の語句や表現を「Step 
Up Time」で用いるため、家庭学習において、１人１台端末の学習者用デジタル教科書の機能にある

マスク機能を使って新出語句の習得を図った。また、新出言語材料である代名詞や疑問詞の表現を、

再生間隔機能で速度を変えて聞いたり、途中で音声を止めて聞き返したりした。 

教科書の語句や表現を習得した生徒ｈは、教科書の会話文の表現を参考にし、「Do you know him?」
や「He doesn’t like mashrooms.」「Which do you like, Mario or Luigi?」等の表現を用いて二つのアニ

メキャラクターを紹介し、どちらが好きかを相手に選んでもらうことにした。生徒ｈは「二つを紹

介するのは、知らない語句がたくさんあって大変だったけれど、教科書の語句や表現を使ったり、

伝えたい語句を調べたりして話したことが相手に伝わって、どちらのキャラクターが好きか答えて

もらえたのでよかった」と振り返った。 

このように、授業外において、生徒が進んで学習者用デジタル教科書を使用することにより、教

科書の語句や内容を聞く機会が更に増えた。英語を繰り返し聞いたり読んだりすることが、「Step 
Up Time」での自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につながったと考える。 

 

３ ルーブリックによる各学年の到達目標と評価の観点の明確化 

(１) 見通しをもって自分の考えや気持ちを伝えようとする姿(Ｚ校 第１学年 Unit７) 

指導者Ｂは、単元の始まりに「Step 
Up Time」で使用するルーブリックを

生徒の１人１台端末に配付し(図

11)、生徒と「Step Up Time」の話題

や「CAN-DOリスト」の到達目標(図

11のア)を共有した。 

生徒は、Unit７のルーブリックが

配付されると、下部にある「CAN-DO
リスト」を拡大し、目標を確認した。

第１学年の目標だけでなく、第２、

第３学年の目標にも目を通していた

生徒の姿を確認した指導者Ｂは、

「CAN-DOリスト」の活用に関して、「第１学年から中学校３年間の到達目標を見る機会ができた

ことで、生徒は何ができていればよいかを理解し、『Step Up Time』だけでなく、普段の授業でも自

分の目指す姿を捉えて学習を進める姿が見られた」と振り返った。 

生徒ｉは、ルーブリックに示されている「文法・語彙の正確さ」の項目(図11のイ)を見て、「ネ

イティブスピーカーがきちんと理解できるように語句の読み方に気を付け、習った表現を正しく使

いたい」と考えた。新出言語材料である代名詞を正しく使うことが必要であり、生徒ｉは代名詞が

書かれている表を見ながら繰り返し声に出して発音練習を行った。「Step Up Time」では、「He loves 
his sister.」 と好きなキャラクターを相手に紹介し、自分の話した文がしっかり伝わっていることを

図11 第１学年 Unit７ ルーブリック(枠線は筆者) 

 イ 

 ア 

 ウ 
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確認した。また、「やり取り」の項目(p.9の図11のウ)にも目を向け、自然なやり取りができるよう、

相手が紹介するキャラクターに、「I know him.」と即座に返していた。 

生徒が「Step Up Time」において繰り返し即興でやり取りを行う中で、ルーブリックで到達目標を

確認することで、その目標に向かって学習を調整する姿が見られるようになった。 

 

(２) ALTとのやり取りの後、伝え合う力を高めるために振り返る姿(Ｙ校 第３学年 Unit５) 

単元の終末に「Step Up Time」の話題について、生徒とALTがやり取りを行った。これまでの「Step 
Up Time」での生徒同士のやり取りを基に、生徒は自分の一押しの有名人やキャラクターについて

ALTに自分の伝えたい内容を整理した。生徒ｊは、ALTに自分の一押しとして挙げた人物について、

１人１台端末に保存した写真を見せ

て、単元の言語材料である関係代名詞

を使い、「This is the character that I like 
the best.」と話し始めた。やり取りの途

中では既習事項を活用し、自分から

「Have you ever seen him?」とALTに質

問した。ALTは生徒ｊが示した写真を

見て、「Please tell me why you like him.」
と質問し、生徒ｊは自分がそのキャラ

クターを好きな理由を、「He is very 
kind to his friends.」と伝えた。ALTは、１人１台端末に保存されているルーブリックの項目に丸を付

けて生徒の学習状況をフィードバックした(図12のア)。生徒ｊは、やり取りが終わると学習状況を

確認し、項目に沿って振り返った(図12のイ)。 

「Step Up Time」を毎時間行い、生徒同士で情報や考えなどのやり取りを繰り返し行うことで、生

徒は語彙力や表現力を身に付け、思ったことを自分なりの表現で伝え合う姿が見られるようになっ

た。また、ペアでのやり取りを経て、ALTとやり取りを行う際には、生徒が伝えたい内容を覚えて

ALTに話すだけでなく、ALTからの質問に即座に答えてその理由を話したり、ALTに質問して答え

てもらったりするなどしてやり取りを継続させることができた。生徒は自分の英語が相手に伝わる

喜びを感じるとともに、達成感を得ることができたと考える。 

 

４ 生徒と指導者の変容 

(１) 生徒の姿から(Ｚ校 第１学年) 

「Step Up Time」を継続して行うことで見られた生徒の様子の変容について述べる。 

Ｚ校の１年生においては、研究始期では、思ったことを１文で伝えるだけの生徒が多く見られた。

「Step Up Time」を毎時間取り入れ、自分が調べたことや考えたことを整理していくうちに、習った

表現を使って相手に自分のことを伝えようと試行錯誤したり、相手の話を理解しようと耳を傾けた

りする生徒の姿が見られるようになった。 

２学期に入り、学習する言語材料や語句が増えるにつれて、生徒は「Step Up Time」で様々な表現

を使うようになった。生徒ｋはUnit６、７で学習した三人称単数現在形の表現を使い、「Step Up Time」
で自分が好きなアニメキャラクターを紹介する際には、生徒ｌの発話に即座に反応してやり取りを

継続させようとしていた(p.11の図13)。生徒ｋはやり取りの途中で誤った表現を使用していたが、

別の相手とやり取りする際に自分の間違いに気付き、正しい表現でやり取りを行うことができた。

生徒ｋは、「時々間違った表現をすることもあるが、相手が話す内容をしっかりと聞いて、自分と

図12 生徒ｊの振り返り(一部) (枠線は筆者) 

関係代名詞や接続詞、受け
身などを活用することがで
きた。いろんな語句を修飾
して、詳しく伝えることが
できたと思う。 

自分が紹介するキャラクターについ
て詳しく調べて正確に伝えて、自分の
考えや想いも一緒に伝えることがで
きた。そしてキャラクターの魅力を何
個かに分けて紹介し、先生と語り合う
ことができた。 

今までの ALT の先生との会話など
では、自分の伝えたいことしか話し
ていなかったが、「Yes,yes!」
「Me,too」「I think so!」などあいづ
ちをして会話を自然とこなすこと
ができ、盛り上がったと思う。 

 ア 

 イ 
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似た考えをもっていることなどについて会話を続けることができ

るようになったのが嬉しい」と振り返った。 

このように、繰り返し行われる「Step Up Time」を通して、失敗

を恐れず自分の言葉で英語を話すことを楽しむ生徒の姿が増え

た。そして、ペアを変え、やり取りを繰り返し行ううちに、相手

の答えや質問に合わせて即興でやり取りすることができるように

なってきた。生徒が既習事項を取り入れて、自分にとって関心の

ある事柄でやり取りを繰り返し行い、粘り強く学習に取り組んだ

ことで、単元が進むにつれて伝えたい気持ちが高まり、生徒は自

分の英語が相手に伝わる喜びを感じるとともに、達成感を得るこ

とができたと考える。 

  

 (２) 生徒の意識調査から 

本研究では、研究始期である６月と研究終

期である11月に、生徒を対象とした質問紙調

査を実施した(図14)。 

「英語の学習は好きである」および「授業

で英語を話すとき、『今までに習った表現』

をうまく使って会話が続くようにしている」

の設問では、「当てはまる」「どちらかといえ

ば当てはまる」と肯定的に回答した生徒の割

合は、両校ともに増加した。これは、「Step Up 
Time」を通して、単元で扱う言語材料を繰り

返し使うことで、生徒は自分の発話に自信を

もつことができるようになったことの表れで

あると考えられる。 

「話すこと［やり取り］」に関する設問「友

達やALTとのやり取りの際、相手の意見に関

わらせながら自分の考えや気持ちを伝え合う

ことができる」では、「当てはまる」「どちら

かといえば当てはまる」と肯定的に回答した

生徒の割合は、67％から74％に増加した。

「Step Up Time」でやり取りを繰り返すことで他者の多様な考え方を理解し、相手の意見を踏まえ

て外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成につながったと考えられる。また、ICTの活用

に関する設問「英語の授業や家庭学習において、PC・タブレットなどのICT機器を使用して学習を

進めている」では、肯定的な回答が79％から84％に増加した。Ｚ校の生徒ｍは「今までの使い方だ

けでなく、メモに使ったり、やり取りの時に写真を見せたりして使うことができた。これからも使

っていきたい」と振り返った。「Step Up Time」を通して、１人１台端末を効果的に活用すること

が、生徒自身の考えや気持ちを伝え合う際の手立てとして有効であったと考えられる。 

 

(３) 指導者の意識の変容 

研究始期の質問紙調査において、両校の指導者は、五つの領域別目標の中で、特に「話すこと［や

図13 生徒ｋと生徒ｌのやり取り 
(＊は誤用を含む) 

生徒ｋ  Hi.  
生徒ｌ  Hi. 
生徒ｋ  This is ○○.  Do you know him? 
生徒ｌ  No, I don’t.   
生徒ｋ  OK.  He likes chocolate, but he don’t like natto＊. 
生徒ｌ  I see. 
生徒ｋ  He loves his sister and his sister loves him. 
        He’s △△’s friend.  He’s very clever and kind. 
生徒ｌ  Oh, nice. 
生徒ｋ  This is △△.  Do you know him? 
生徒ｌ  No, sorry… 
生徒ｋ  That’s OK.  He likes nikujaga. 
生徒ｌ  Nikujaga!! 
生徒ｋ  He is ○○’s friend and his rival. 
        He’s very strong and kind. 
        Which do you like, ○○ or △△? 
生徒ｌ  Hmm… I like △△. 
生徒ｋ  Oh, really! 

生徒ｌ 生徒ｋ 

図14 質問紙調査の結果(一部) 

回答総数：始期 164 終期 152 (数字は％) 

※割合は四捨五入したものであるため、合計が 100％にならない場合がある。 

■当てはまる                      ■どちらかといえば当てはまる 
■どちらかといえば当てはまらない  □当てはまらない 



外国語科教育に関する研究 

- 12 - 

り取り］」に指導の難しさを感じていた。しかし、「Step Up Time」の取組を通して、生徒が伝えた

いことを自分で調べて試行錯誤する姿や、互いに助言し合う姿が見られたことで、研究終期では、

指導者が本研究での継続的な実践の意義を感じていることがうかがえた(図15)。 

 

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

 

１ 研究のまとめ 

(１) 生徒が目的や場面、状況を意識して即興でのやり取りを行うために、生徒にとって関心のある事

柄を話題にした「Step Up Time」を積み重ねることで、生徒は自分の発話に自信をもち、伝わった喜

びと達成感を得ることにつながった。 

(２) 生徒が「Step Up Card」を活用し、発話内容を整理したり、互いに助言し合って記録したりするこ

とで、生徒は粘り強く学習に取り組むことができ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実が図られ、外国語で自分の考えや気持ちを伝え合う力を育成することにつながった。 

(３) １人１台端末を効果的に活用し、ルーブリックやモデル動画を生徒が見返すことで、生徒は「Step 
Up Time」において見通しをもち、単元の目標に向かって学習を調整する姿につながった。 

 

２ 今後の課題 

(１) 言語活動において生徒が自信をもって自分の考えや気持ちを伝え合えるようにするため、生徒の

体験等に基づき、日常的、社会的な話題を含め、より関心のある事柄で話題を設定する必要がある。 

(２) ルーブリック等を生徒の学習状況に合わせて改良するなど、１人１台端末を効果的に活用し、即

興でのやり取りをより活発に、継続して行う必要がある。 
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図15 「Step Up Time」を継続して行った指導者の所感 (一部) 

・「Step Up Time」を毎時間繰り返し行うことで、相手に伝えようと試行錯誤したり、会話を続けようとしたり
する姿が見られ、生徒が自信をもって発話できるようになった。 

・モデルを示す際、これまでに学習したことを使って発話できることを生徒と共有できた。教科書の題材だけ
でなく、生徒にとって身近な事柄を話題にしたことが、生徒の伝えたい気持ちを高めることにつながった。 

・自分の考えや気持ちをペアやグループで話し合う機会が増えたことで、生徒間につながりができ、様々な活
動において「協働的な学び」に向かう姿が見られるようになった。 
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